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医師による　
医療安全大会を開催

大阪民
医連

大阪民
医連

　

11
月
29
日
、
お
そ
ら
く
全
国
的
に
も

初
め
て
の
医
師
に
よ
る
医
療
安
全
大
会

を
、
大
阪
民
医
連
の
医
師
中
心
に
46
人

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
耳
原
総
合
病
院
の
田

端
副
病
院
長
よ
り
「
医
療
安
全
に
お
け

る
医
師
の
役
割
や
重
大
性
を
認
識
す
る

大
切
さ
」
を
、
一
般
演
題
で
は
３
病
院

１
診
療
所
よ
り
、
事
例
紹
介
や
多
職
種

連
携
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
に
つ
い
て
講

演
頂
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
東
神
戸
病
院
の
遠
山

治
彦
副
院
長
か
ら
「
医
療
安
全
の
基

礎
、
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
医
師
の
役

割
と
心
構
え
、
医
療
安
全
に
お
け
る
患

者
と
の
連
携
」
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
診
療
に
関
わ
る
上
で
の
心

構
え
や
行
動
目
標
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
、
大
阪
民
医
連
の
医
師
医
療
安
全
宣

言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

宣
言
さ
れ
た
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が

意
識
し
日
々
の
診
療
に
活
用
し
て
い

き
、
医
師
だ
け
で
な
く
全
て
の
職
員
が

力
を
合
わ
せ
、
チ
ー
ム
で
患
者
様
を
医

療
事
故
か
ら
守
り
、
安
全
・
安
心
の
医

療
提
供
を
め
ざ
し
て
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
き
ま
し
た
。

　

安
部
先
生
は
、運
輸
を
は
じ
め
、国
の

様
々
な
安
全
委
員
を
歴
任
。
そ
れ
ら
の

活
動
の
知
見
か
ら
、
組
織
事
故
の
減
少

の
た
め
に
は
、「
絶
対
安
全
」
は
な
い
こ

と
を
前
提
に
、
責
任
追
及
型
や
規
則
遵

守
重
視
型
で
な
く
、
過
去
の
失
敗
事
例

か
ら
学
ぶ
姿
勢
、
相
手
と
の
人
間
関
係

を
図
り
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
対
応

を
す
る
こ
と
で
、
安
全
向
上
へ
不
断
の

改
善
に
取
り
組
む
組
織
が
、
成
果
を
上

げ
て
い
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
人
報
告
と
し
て
木
野
産
業
保
健
師

よ
り
、
医
療
機
関
全
般
と
同
仁
会
内
で

の
医
療
事
故
の
発
生
状
況
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
の
背
景
と
考
え
ら
れ
る
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
長
時
間
労
働
の
発
生

動
向
、
健
診
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
感
想
か
ら
は
、「
人
間
の

意
識
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

職
場
で
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
は
、
何
で

も
話
し
合
え
る
よ
う
な
人
間
関
係
づ
く

り
が
大
切
だ
と
学
べ
た
」
と
あ
り
、
職

場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

が
、
事
故
防
止
へ
の
第
一
歩
だ
と
、
あ

ら
た
め
て
確
認
で
き
た
報
告
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

学
習
講
演
で
は
、
関
西
大
学
安

部
誠
治
先
生
（
社
会
安
全
学
部
教

授
）に「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
と
事

故
防
止
」
と
題
し
て
、
会
社
等
の

組
織
で
の
事
故（
組
織
事
故
）と
、

そ
の
防
止
の
観
点
で
お
話
し
い
た

　

12
月
18
日
、「
医
療
・
介
護
安
全
推
進
月
間
報
告
集
会
」
を
、
１
１
２
人
の
参

加
で
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
開
催

し
ま
し
た
。

講
師
の
遠
山
治
彦
医
師

安
部
誠
治
先
生
の
資
料
よ
り

熱
心
に
話
を
聞
く
参
加
者

同
仁
会 

医
療
・
介
護
安
全
推
進
月
間
報
告
集
会

医
療
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
を
考
え
る

大阪民医連の医師医療安全宣言
◯ 前　　文

◯ 宣　　言（抜粋）

　医師は診療上の重要な意思決定を行う立場にあり、医師自身が行う手技は基本的に患者さんの身体に傷
を与えるものです。そのため医師が関わる医療事故は、他職種の仲間が関わる医療事故に比べて患者さん
に大きな障害を与えます。
　ベテランで思慮深い医師であってもミスを起こしてしまうこと、また、手術などには一定の確率で合併
症がおこり、それは避けることができないこと、医師一人で安全な医療は実現できず、患者さんを含めた
医療チームの協力があって初めて実現できること、を私たちは知っています。そして、患者さんや他職種
の仲間からは「寛容さや謙虚さが無く、問題があっても指摘しにくい医師もいる」と言われていること
を、私たちは真摯に受け止めなければなりません。
　私たちは医師の専門性にかけて、自分の患者さんを「安全に」より良い状態にしたいと強く願ってお
り、またそれを実現して行く責任があります。医師として医療安全を推進するために、私たちは、自分自
身、同僚の医師、患者さんとご家族、他職種の仲間に対して、以下のことを宣言します。

１ ．私たちは、自らが行う医療行為の一つ一つが危険を伴う行為であり、通常の投薬ですら重大な副作用
を引き起こし得ることを認識します。そして、患者さんに危害を加えてしまう可能性を常に想像しなが
ら、慎重に正確に医療行為を行います。

３ ．私たちは、患者さんやご家族が納得のいくまで、医療行為の内容について説明を行います。それでも
患者さんやご家族には伝わらない部分があることも認識し、何度でも分かりあうための努力を行いま
す。

７ ．私たちは、経験の上下に関わらず、同僚の態度や行為に疑問を感じた時には積極的に指摘します。ま
た、同僚や他職種の仲間から問題点を指摘された場合には、謙虚にそれを受け止めて、自らの態度や行
為を改善します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014年11月29日　
 大阪民医連医師医療安全大会

全日本民医連　記念文化事業

青ひげ先生の青ひげ先生の
聴診器聴診器青年劇場

いのちをみまもる　　　　
あたたかい目がそこにある

2015年２月25日（水）
　　　17時30分開場　18時開演　
森之宮ピロティホール
料金  一般　3500円
　　　 友の会会員　2500円
　　　 高校生・泉州看護専門学校学生　1500円

問い合わせ先　　 　　　　　　　　　　
同仁会本部　組織部　TEL 072-244-8061

公演日時


